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第49回 腎臓病の総合対策の確立
をめざすシンポジウム



開会挨拶：神田 千秋先生
（推進協 会長）

総合司会：岩井 浩氏
（推進協 理事）



司会：尾池 文隆先生
（三菱京都病院院長/推進協理事）

特別講演：家原 典之先生
（京都市立病院腎臓内科部長/推進協副会長）









話題提供：劉 和幸先生
（京都岡本記念病院腎臓内科部長/推進協理事）







司会：河野 武幸先生（京都府薬剤師会専務理事/推進協理事）
荒木 久美子先生（桃仁会病院管理栄養科科長/推進協理事）

講師：西垣 真帆先生
（薬局ダックス西京桂駅西口店/薬剤師）









講師：松本 明子先生
（NR・サプリメントアドバイザー/管理栄養士）







サプリメントを正しく利用するための提案

① 「食品」でも安全とは限りません。 
② 「食品」だからたくさん摂っても大丈夫と考えてはいけません。 
③ 同じ食品や食品成分を長く続けて摂った場合の安全性は正確にはわかっていません。 
④ 「健康食品」として販売されているからといって安全ということではありません。 
⑤ 「天然」「自然」「ナチュラル」などのうたい文句は「安全」を連想させますが、科学的には「安全」を意味するものではありません。 
⑥ 「健康食品」として販売されている「無承認無許可医薬品」に注意してください。 
⑦ 通常の食品と異なる形態の「健康食品」に注意してください。 
⑧ ビタミンやミネラルのサプリメントによる過剰摂取のリスクに注意してください。 
⑨ 「健康食品」は、医薬品並みの品質管理がなされているものではありません。 
⑩ 「健康食品」は、多くの場合が「健康な成人」を対象にしています。高齢者、子ども、妊婦、病気の人が「健康食品」を摂ることには注意が必要です。 
⑪ 病気の人が摂るとかえって病状を悪化させる「健康食品」があります。 
⑫ 治療のため医薬品を服用している場合は「健康食品」を併せて摂ることについて医師・薬剤師のアドバイスを受けてください。 
⑬ 「健康食品」は薬の代わりにはならないので医薬品の服用を止めてはいけません。 
⑭ ダイエットや筋力増強効果を期待させる食品には、特に注意してください。 
⑮ 「健康寿命の延伸（元気で長生き）」の効果を実証されている食品はありません。 
⑯ 知っていると思っている健康情報は、本当に（科学的に）正しいものですか。情報が確かなものであるかを見極めて、摂るかどうか判断してください。 
⑰ 「健康食品」を摂るかどうかの選択は「わからない中での選択」です。 
⑱ 摂る際には、何を、いつ、どのくらい摂ったかと、効果や体調の変化を記録してください。 
⑲ 「健康食品」を摂っていて体調が悪くなったときには、まずは摂るのを中止し、因果関係を考えてください。
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推進協理事、役割者の先生方



開催後記

今回のシンポジウムで、最も印象に残ったコメントは、『健康食品は、健康な人が使うことを
想定して作られ、販売されているものである』、『健康食品は食品であり、医薬品ではないので、
過剰にとることで健康被害が出ることもある』ということです。

つまり、病気をお持ちの方が、健康食品をとれば、必ずしも健康になれる訳ではないというこ
とも学びました。とはいえ、腎臓病を始めとする病気をお持ちの方も、健康になりたいはずで、
この食品やサプリメントに興味を持たれることは当然と思います。

まず、それがそういった市販品を利用することが適切かどうか、他の対応方法がないか、医師
や薬剤師、管理栄養士、看護師などの医療者にご相談頂くことが、最も大切なことではないで
しょうか。また私達、医療人もそういう相談を気軽にできる信頼関係の構築も、さらに重要では
ないかと思いました。

来年は、いよいよ50周年の記念大会です。来年も有意義なシンポジウムを開催できるように準
備して参りたいと思います。ご参加頂きました皆様、、そしてご協力頂きました講師の皆様には
深く感謝申し上げます。

文責：推進協副会長 八田 告
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